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山梨県立中央病院本館東側増築工事
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＜排煙＞

排煙告示の適用範囲について

・居室、非居室：排煙免除の告示適用

・廊下：自然排煙
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点検口設置範囲
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クエンチパイプ開放

FL±0

FL+350

非常用電源 設

置
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既存病院の窓に合わせた開口

(約 11.3 ㎡ )

既存病院の窓に合わせた開口

(約 11.3 ㎡ )

電気設備幹線ルート
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竪樋 (雨水管 )の移設

貫通させる
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＜注記＞
１．- - -は既存病棟の既設ダクトを示す。 の区画壁を貫通するダクト・配管などは区画貫通処理を施すものとし、ダクトにはFDを追加する。
＜注記＞
１．- - -は既存病棟の既設ダクトを示す。 の区画壁を貫通するダクト・配管などは区画貫通処理を施すものとし、ダクトにはFDを追加する。
2．配管の貫通孔位置は別図の参考図7-1から7-4を参照する。
3. は既設壁改修工事に伴う天井解体工事のため一時撤去・原状回復する制気口
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ゴミ置場
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1床室
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事務室
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看護師控室

(37 ㎡ )
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＜注記＞
１．- - -は既存病棟の既設ダクトを示す。 の区画壁を貫通するダクト・配管などは区画貫通処理を施すものとし、ダクトにはFDを追加する。
＜注記＞
１．- - -は既存病棟の既設ダクトを示す。 の区画壁を貫通するダクト・配管などは区画貫通処理を施すものとし、ダクトにはFDを追加する。
2．配管の貫通孔位置は別図の参考図7-1から7-4を参照する。
3. は既設壁改修工事に伴う天井解体工事のため一時撤去・原状回復する制気口
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機

空調設備 1階・2階配管・ダクト平面図
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A3:1/2001
A1:1/1001階平面図

A3:1/200
A1:1/1002階平面図2
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記号凡例

平面図記号 内　　容

露出配管

天井内ケーブル配線

〈特記〉

　　（コロガシ）／（ＰＦ２２）

〈電線管サイズについて〉

立下り配管サイズを示す。

プルボックスサイズ凡例

２００ロ　×　２００ＰＢ２

３００ロ　×　３００ＰＢ３

４００ロ　×　３００ＰＢ４

５００ロ　×　４００ＰＢ５

６００ロ　×　４００ＰＢ６

８００ロ　×　４００ＰＢ８

・（ＷＰ）は防水仕様とする。

-a-

　EM-CEES1.25ﾛ -2C x1 (コロガシ) ＲＳ渡り

ＲＳ

次の室外機へ

b b b

ＲＳ

　EM-CEES1.25ﾛ -2C x1 (G22) 集中コントローラ

-b-

集中コントローラ

室外機室外機

ＰＡＣ廻り凡例

室内機室内機

リモートサーモ リモートサーモ

ＨＳ

・　天井内はケーブルコロガシとし、室内サーモ・スイッチ類及び盤への立ち下りは配管を使用する。

・（ＷＰ．ＳＵＳ）は防水仕様、ステンレス製とする。

A

A

（ＷＰ）
プルボックス

（ＷＰは防水仕様）

ＳＷ

C

ＲＳ ＲＳＨＳ ＨＳ

ＲＳ
ＨＳ

ＲＳ

ＲＳ

ＨＳ

ＲＳ

ＲＳ

ＨＳ

ＲＳ

ＲＳ

機器凡例

シンボル 記　号 配　　 線
配　　管

(屋内) (屋外)

ＳＷ EM-CEE2ﾛ  - 3C × 1 （E25）

ＲＳ EM-CEES1.25ﾛ  - 2C × 1 （PF22）

ＨＳ EM-CEE2ﾛ  - 6C × 1 （PF28）

リモートサーモ EM-CEE1.25ﾛ  - 3C × 1 (コロガシ)

D

集中コントローラ

B

-A-

　EM-CEE2ﾛ -3C x1 (E25) ＳＷ

-B-

　EM-CEES1.25ﾛ -2C x1 (コロガシ)／（PF22） 集中コントローラ

-C-

　EM-CEE2ﾛ -3C x1 (コロガシ) ＳＷ

-D-

　EM-CEES1.25ﾛ -2C x1 (G22) 集中コントローラ

シャフトへ

シャフトより

b

ＰＢ２

ＰＢ２

ＰＢ２

ＰＢ２

ＰＢ３ＷＰ×２



PAC

201a ×2
HET

201

HET

202

PAC

201a ×5

PAC

201c

PAC

201c

リモートサーモ

リモートサーモ

リモートサーモ

リモートサーモ

リモートサーモ

リモートサーモ

リモートサーモ

リモートサーモ

ＳＷ

B

A

A

ＰＢ２

ＰＢ２

ＰＢ２

ＨＳ

ＨＳ

ＲＳ×３

ＲＳ×２

ＲＳ

ＲＳ

ＲＳ×２

リモートサーモ

-A-

　EM-CEE2ﾛ -3C x1 (E25) ＳＷ

-B-

　EM-CEE2ﾛ -3C x1 (コロガシ) ＳＷ
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